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第１ 監査実施年月日及び監査対象 

 

実施年月日 対象保育園 担当部局 

令和５年１月２３日 

ほくせい保育園 治田保育園 

員弁東保育園  笠間保育園  

ふじわら保育園  

健康こども部保育課 

 

 

第２ 監査概要  

１ 監査種別 

   地方自治法第１９９条第４項に基づく定期監査 

 

２ 主な着眼点 

 （１）人員配置は適正か。職員の時間外勤務時間及び休暇取得状況は適正か。 

 （２）予算の執行状況については、収入の処理が適正か、支出は経済的で効果的

に行われているか。違法又は不当な会計処理はないか。 

 （３）施設、設備及び遊具の安全対策、災害発生時の対応及びアレルギー疾患へ

の対応は適正か。 

 （４）児童の健全育成への取組は適正か。 

 （５）保育所機能の多様化及び課題の複雑化への対応は適正か。 

 

第３ 監査方法 

   各保育園長から提出された資料及び提示のあった関係諸帳簿等の監査及び

関係職員から聴取し、監査を実施した。 

 

第４ 監査結果 

 １ 上記第３のとおり保育園５園（以下「全園という。」）の監査を実施した結果

は次のとおりであった。その他、監査の過程において気付いた事務処理上の軽

微な錯誤については、口頭で指摘し、改善及び検討が必要な場合には適切に対

応するよう指導した。 

 （１）提出された監査資料から、国基準と比較した全園のそれぞれの児童数に対

する保育士数は安全管理に必要な人数の配置ができていることが認められ



た。 

    令和３年分の年次休暇の取得については、労働基準法第 39 条第７項の規

定以上の年次休暇日数が取得されているので法令上の問題ではないが、園長

及び園長を補佐する主任保育士が全園において年次休暇の取得日数が少な

い状況となっている。職責上やむを得ない状況であると思われるが、健康管

理の面からも計画的に取得するよう心掛けていただきたい。 

 （２）預り金等の収入事務及び現金保管事務は適切に処理されていると認められ

た。予算の執行状況については、各保育園の令和３年度の賄材料費及び消耗

品費の支出負担行為兼命令書（決議書）を確認したところ、その支出関係証

拠書類として請求書（写し）等が整理保管され、適正に処理されていると認

められた。 

 （３）全園において遊具等の安全点検は業者による定期点検を実施し、その結果

は園長及び健康こども部保育課へ報告され、適宜危険個所の修繕を実施して

いる。さらに毎朝、早朝保育当番の職員による点検を実施し、点検簿を作成

している。危険個所や要補修箇所等の速やかな把握と各職員への情報共有が

できていることが認められた。 

    全園で火災、地震及び風水害を想定した防災訓練（避難訓練）及び不審者

対策のための防犯訓練のいずれかを月１回、災害時における児童の引渡し訓

練は年１回、それぞれ対応マニュアルに基づき実施されていることが認めら

れた。また、消火器及びＡＥＤ等の備品及び設備の点検は定期的に行うなど、

平時からの備えについてもできていることが認められた。今後も継続して各

訓練を実施し、安全確保に努められたい。 

    アレルギー疾患への対応について、全園で対応マニュアルを作成し、国及

び三重県が公表するアレルギー疾患対策に関する情報を共有するために定

期的に勉強会を実施し、職員それぞれのスキルアップを図りながら、全職員

が共通理解の下、組織的に対応する準備がされている。児童のアレルギーの

情報は入園時に提出される入園児童家庭調査票及び病院で実施したアレル

ギーチェック表からアレルギー情報を取得し、さらに翌月の献立の食材のわ

かる資料を保護者に配布してアレルギーの有無を確認して提出してもらい、

園長、担任保育士及び調理員が確認している。該当園児の給食のトレイを別

にして、最初に配膳することで他の園児の給食と区別することで対応してい

る。該当園児が家庭で食べないものは保育園で提供されないよう、完全除去

対応ができていることが認められた。 

    新型コロナウイルス感染症を含めた感染症への対応については、日々更新

される国及び三重県が公表する感染症拡大防止対策を共有し、知識の習得及

び流行状態を把握するため、定期的に職員の勉強会を実施している。児童の

毎日の検温記録の提出、全園で手洗いの徹底、こまめな換気や消毒のほか、



来園者の検温の実施、給食時のアクリル板設置及び園児降園後の室内の消毒

等、日々の感染拡大防止への取組ができていることが認められた。 

 （４）児童の健全育成への取組として、全園で市の保健師及び子育て支援センタ

ーと連携及び情報共有を行い、入園前から児童の個々の特性及び発達状態を

把握し、行政側と情報共有することで発達支援に必要な保育士数が配置され

ていることが認められた。就学までの途切れのない支援を実践するため、そ

れぞれの児童の保育園入園中の特性及び発達状況を入学する小学校へ繋ぐ

ため、夏休み中に小学校教員の来園や小学校との交流のイベントを通じて、

個々の特性及び発達状態を観察している。一日入学時に開催される教育支援

委員会で個々の児童分作成された引継ぎシートで確実に情報共有できるよ

う取組まれていた。 

 （５）保育所機能の多様化及び課題の複雑化への対応として、全園で月に１回は

児童虐待、野外保育、人権等をテーマにした園内研修の他、出張や園外研修

で得た職員の知識を共有するため、当該職員が得た知識及びスキルを全職員

が共有できるよう園内研修が実施されている。さらに、延長保育及び休暇で

園内研修に参加できない職員のために全職員にタブレットを配布し、園内研

修及びＷＥＢ研修を受講することで、研修機会が確保され、資質及び専門性

の向上が図られていることが認められた。 

    全園で児童の年齢に応じた各時期の教育・保育のねらいと内容を設定し、

養護、身体的発達、社会的発達及び精神的発達について、園内研修及び園内

会議で計画と取組みを評価し、保育現場に反映することでそれぞれの園児の

特性及び発達状態に応じた保育が実践できる仕組みになっていることが認

められた。 

    園内外で起こりうるネグレクトも含めた児童虐待については、園内研修を

実施して職員の資質向上を図り、発生予防及び発生時の迅速かつ的確な対応

準備ができていることが認められた。  



 

 ２ 保育園の状況 

 （１）ほくせい保育園 定員１５０人        令和４年１２月１日現在 

 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計 

児童数 ６人 １１人 １７人 ３２人 ４４人 ４６人 １５６人 

職員数 

（パート職

員も含む。） 

園長１人、主任保育士１人、保育士３６人、保育補助員７人、国際化対応職員２

人、栄養士１人、調理員９人、集落支援員１人 合計５８人 

保育時間 通常保育及び土曜保育８：３０～１６：２９ 延長保育７：３０～１８：００ 

 

 （２）治田保育園 定員９０人           令和４年１２月１日現在 

 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計 

児童数 ３人 １１人 ４人 １５人 １１人 １９人 ６３人 

職員数 園長１人、主任保育士１人、保育士８人、調理員３人 合計１３人 

保育時間 通常保育及び土曜保育８：３０～１６：２９ 延長保育７：３０～１８：００ 

 

 （３）員弁東保育園 定員１５０人         令和４年１２月１日現在 

 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計 

児童数 ３人 ９人 １１人 ５７人 ４７人 ４３人 １７０人 

職員数 
園長１人、主任保育士１人、保育士１７人、介助員１人、調理員４人 合計２４

人 

保育時間 通常保育及び土曜保育８：３０～１６：２９ 延長保育７：３０～１８：００ 

 

 （４）笠間保育園 定員１５０人          令和４年１２月１日現在 

 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計 

児童数 ３人 ９人 １７人 ３８人 ２６人 ３４人 １２７人 

職員数 

（パート職

員も含む。） 

園長１人、主任保育士１人、保育士２５人、調理員３人 合計３０人 

保育時間 通常保育及び土曜保育８：３０～１６：２９ 延長保育７：３０～１８：００ 

 



 

 （５）ふじわら保育園 定員１４０人        令和４年１２月１日現在 

 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計 

児童数 ６人 １１人 １９人 ３５人 ２５人 ３３人 １２９人 

職員数 

（パート職

員も含む。） 

園長１人、主任保育士１人、保育士２２人、保育補助員２人、栄養士１人、調理

員５人 合計３２人 

保育時間 通常保育及び土曜保育８：３０～１６：２９ 延長保育７：３０～１８：００ 

 

 ３ 指摘事項 

   特になし                            

 

 ４ 所感 

 全園の図書管理簿を確認したところ、図書購入の時期がやや遅い園が散見さ

れた。年度内のなるべく早い時期に図書を購入し、園児が図書をより長く使用

できるよう努められたい。 

以上 


